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第22回南極条約協議国会議に参加 して
山 内 恭
平 成10(1998)年5月25日か ら6月5日,2週
間の 日程 で第22回 南極 条約協 議国 会議(Antarc-
tic　Treaty　Consultative　Meeting:　ATCM)が 「北
の 都」 「北 極の パ リ」 トロム ソ(ノ ル ウェ ー)で
開か れ た.ト ロム ソは北 緯70度,北 極 圏の 中 に
ある都 市,フ ィヨル ドの奥 の美 しい,落 ち着い た
たたず まい を見 せ る港 町 であ る.ま さに北極 の会
議 を開 くにふ さわ しいが,ナ ゼ南極会 議?と 思 わ
れそ うで ある.し か し,観 測,研 究 の面で も,そ
の他 の面 か ら も南 極 と北 極 を対 比 して 見 るBi-
polarな視 点が 望 まれ る よ うに なっ た今 日,時 宜
にか なった扱 いであ っ た.そ の ヒ,ノ ルウ ェーの
国 内事情,古 くは トロ ム ソ大 学 の 開 設,そ して
今,極 地研 究所 は じめ幾 つか の研 究機 関 を トロム
ソに移転 し,ま さに北辺 を開 こうとい う政策の ド,
北 の都の 存在 を広 くア ピー ル しよう との狙 いがあ
った もの と思 われ る.　"Polar　Year　l998"とfl':d置づ
け,こ の 他 に も幾つ もの 国際 会議の 開催が 計画 さ
れてい る,未 だ冬 の名残 が見 られ る街 並み ではあ
つ たが,新 しい北 の街 の息吹 を感 じさせ られた.
我 が 国 か ら も,外 務 省総 合外 交 政 策 局坂 井 検
事,同 地 球規模 問題課 浦 内事務 官,環 境庁 自然保
護局薄木 企画官,同 小 野 課長補 佐,文 部省学 術国
際局 国際 学術 課 岩本 課 長(首 席 代 表),同 辻 田監
理官,同 松本 事 務官,国 立 極地 研 究所 平 澤所 長,
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同佐 野 環 境 影響 企画 室 長,及 び筆 者 と,延 べ10
人に のぼ る大代 表 団が出席 した.協 議 国の 中で環
境保 護 議定 書 を批 准 した のは最 後 であ ったが,周
到 な 国内 法 を準備 し,満 を持 しての 出席 で あ る.
さてATCMで あ るが,環 境 保 護 議 定 書が発 効
したの に伴 い,懸 案 の環境保 護委 員会(CEP)が
発足 した ことが最 大 の出 来事 だろ う.会 議 は,全
体 会 議の 他,2つ の作 業 委 員会,そ の他Lk;門家 会
合,小 グルー プ会合 と,重 層的 に行 わ れ,そ れ と
独 立 してCEPが 開か れ た.我 が 国か らは,そ れ
ぞれ に分担 して出席 した.筆 者 は,第1週 目CEP,
第2週 目第2作 業 部 会 に出席 した ので,そ の 関連
を主 に報告 す るが,そ れ 以外 は,概 略 次 の通 りで
ある.全 体 会合 で は,ブ ル ガ リア を新 たに協 議 国
と して 認 め,協 議 国 は全27カ 国 とな った.法 律
,.li・門家 会 合で環境 保 護議定書 に関 連 し未 だ定 まっ
・観測隊 だよ り
・南極 月別j気象状況
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ていない 「損害賠償責任Liability」　の問題が引 き
続 き論 じられてきたが,南 極 とい う特殊 な地域の
問題で,こ れ以上の専門家のみの会合での討議 に
は限界がある として,今 次会合 をもって任務を全
うしたとされ,今 後は第1作 業部会に戻 って議論
を続けることとなった.南 極条約 に専任の事務局
を設置 しようという動 きは,そ の方向は既 に第17
回ATCMに て合意 を得 られている ものの,経 費
の問題が未解決の他,具 体的 にどこに置 くかで,
意見が割れている.ア ルゼンチ ンが招致 しようと
しているのに対 し,英 国はかた くなに反対 してお
り,オ ース トラリアのホバー ト招致案が対案 とし
て出された.決 着 は先伸 ばしにされた.
環境保護委員会(CEP)
初 の会合 として もたれ,活発 な議論が展開 され
た.しかし,本来決めるべ きこととされていた各国
か らの"委員"も明確ではなく,そう代 り映えがす
るもの ともならなかった.任 期2年 の議長 には ノ
ル ウェーの0.　Orheimが選ばれた.委 員会自体の
会議規則が まず論 じられ,審 議す る文書ペーパー
の提出方法 などが改めて定 められた.　CEPにて
議論すべ きことは何かが検討 され,当面,環境影
響評価,保護 区,環境モニ タリング,南極環境の現
状 に関する報告書作成,緊急時対応 ・緊急時計画,
データ・情報交換が重要課題であ り,これに非在来
種の持ち込みの問題 を加えて次回の議題 とするこ
とになった.但 し,包括的環境影響評価案(CEE)
の取 り扱い方について,大 勢 は全て このCEPで
検討すべ きだとしたのに対 し,アメリカは特別必
要な場合のみ取 り上 げるべ きとす るなど,今 にな
って考 え方 の違いが浮 き彫 りになった.
具体的な環境対応の課題では,環 境影響評価手
続 き,動物相 ・植物相の保護に関連 した問題,廃棄
物処理,保護区に関すること等が議論 された.廃棄
物処理 に関連 し,我が国の大型廃棄物持ち帰 りが
紹介 され,その努力が認め られた他,保護区につい
ては,我 が国の雪鳥沢SSSIを含 み,各 国が早急
に管理計画 を策定するように求め られた.ペ ーパ
ーの提出は じめ,各種1青報交換 を効率化すべ く,電
子媒体の利用,ホ ームページの作成な どが競 って
唱えられたのは時代の流れ と思 うが,全 締約国が
本当にその流れに乗れるのか,誰 も異議は唱えに
くい雰囲気だったが,い ささか心配 になった.
足掛 け5日 間の議論であ ったが,　CEPとい っ
て も,結局,手 続 き議論 が 中心 になって しまう.実
質 的 な内容 の あ る議 論 は 大 して行 わ れ ない の は,
「条約 会議 」であ る ところのATCMの 本 質で,や む
を得 ない こ となのか,疑 問 に感 じた次 第 であ る.
第2作 業部会
これまで一貫 して,法 律的なことでない実務的
な課題 を取 り上げてきたが,環 境保護委員会が発
足 したことに伴い,そ の役割は観測研究および運
営上の問題 に限定 される趨勢 にある.私 にとって
は初めて聞 くものだったが,国 際海事機関(IMO)
が 「極域海洋 における船舶の安全に関する国際規
準,　PolarCode」　を設けようとしていることが議
論 を呼 び,北 極 とは違 う南極特有の事情 を組み入
れるよう要望 してい くことになった.南 極観光は
引 き続 き盛況で,昨 シーズンは14隻の船で106回
の航海がな され,延 べ9400人が南極 を訪れた と
のこと.引 き続 き増加傾向は続 くが,そ れほど急
増する要因はない(南 極のように変わった所 に行
きたがる人はそんなに多 くはいない,使 える船は
限 られている…),また,国 別では,日 本人は470
人で,5番 目の人数とのこと.南 極条約 に基づ く
査察 を数年以内に実施する旨,ド イツとロシアが
表明 し,オ ース トラ リアも船を一部提供する用意
がある とのこと.昭和基地 も査察を受ける可能性
が高い と共 に,い ずれ も東南極 に関る諸国,我 が
国 も,懸 案の査察を共同で実施する良い機会では
ないだろうか.
運営上の問題では,定 例の情報交換が,南 極条
約,環 境保護議定書,　SCAR,　COMNAPそれぞ
れの定める もの等,多 数にわた り,かな り重複す
る部分が多い といった,極 地研 でも言われていた
点が指摘 され,今 後の検討課題 になった.南 極運
営 に関連 して,厳 しい南極のオペレーションを象
徴するかのごとく,ア ルゼ ンチ ン隊でのゾディア
ック事故で3名 の死亡が知 らされ,ま た会議中に
ロシア観測隊でヘ リコプター事故が起 こり5名の
命が失われたとい う悲 しい知 らせが届いた.な お,
教育 ・訓練に関連 し,我 が国からは 「南極展」 を
開催 したことで,南 極 に対する世の中の認識 を高
めるのに役だった との紹介 をした.
観測 ・研究 に関することでは,各 国から共同観
測の事情が紹介 された他,　SCARから南極 に関す
る国際共 同研究の進展状況が報告され,ま た,氷
床下の湖,ボ ス トーク湖 に関す るプロジェク トが
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ロシアか ら紹介 された.以 前 か ら進 め られ ている,
「南 極 デ ー タ所 在情 報 シ ステ ム　(Antarctic　Data
Directory　System)」を軌道 にのせ るべ く,各 国
の デー タセ ンター の確 立 を急 ぐべ く決 議 された.
随所 で,ペ ルーか らの積極 的な発言が 目だ ったが,
次期 開催国 と して の意 気込 み だろ うか.南 極 観測
その もの につ いて も,新 たに展開 し始 め た ところ
の ようだ.
ところで,こ の 議題,あ るい は第2作 業 部 会 で
の論 点 を明 確 にす る必 要性 が提 起 された.即 ち,
本来 ここは各 国個 別の観測 や成果 を披 露す る場 で
はな く,南 極 条約 体制 と してや らねばな らない課
題 を論 じる場 であ ろ うとの指摘で あ り,各 国 とも
同 様 の 問 題 意 識 を抱 い て い た.環 境 につ い て は
CEPと い う場 が で きた時,そ もそ もATCMの 論
じるべ き課 題 は何 であ るのか.政 策的 な面,法 律
的 な問 題 は結 構 だが(こ れ は 第1作 業 部 会 の議
題),オ ペ レー シ.ヨン,サ イ エ ンス(観 測 ・研 究
と訳 すべ きか)と 言 った とき,オ ペ レー シ ョンに
とっ て はCOMNAPが,サ イエ ンス に と って は
SCARが あ っ て,実 質 的問題 は扱 って い る中で,
ATCMと は何 をや る所 か,と い う疑 問で あ る.極
地 研 で も,　SCAR,　COMNAPの 役 割 は理解 して
も,　ATCMは 他 人事 と思 ってお られ る方 が多い だ
ろ う.い や,そ うで は ない,「本 当 に × ××な の
だ」 と,主 張 で きるこ とは何 だろ うか.会 合 では,
このATCMを 定 義 した南極 条約 第9条 に即 す る
こ とだ と確 認 された.即 ち,第9条1「 …次 の こ
とに関す る…措 置 を立案 し,審 議 し,勧 告 す るた
め,… 会 合す る.…(b)南 極地域 にお ける科 学
的研 究 を容 易 にす る(訳 語 が若 干 不 適 当?)こ
と.　_facilitationofscientifieresearch_,　(c)南
極 地域 にお ける国際 間の科 学 的協 力 を容 易 にす る
こ と.　...facilitationofinternationalscientific　co-
operation　_」 と書 か れ て い るの で あ る.
お わ りに
今 回 は,私 に とって は,久 しぶ りのATCM参
加 で あ っ た.以 前 も何 度 か このATCMに 参加 す
る機 会 を得 て,出 席者 は単 なる一過 性の 素 人で は
だめ で,環 境 な り何 な りの専 門 家,プ ロフェ ッシ
ョナ ルで ない と もはやや ってい けない だ ろう との
思 い を感 じ,主 張 して きた.そ の 点,我 が 国 も,
極 地研 に環境影 響企 画室が で き,ま た環 境庁,文
部省 に も しかるべ きセ クシ ョンがで き,代 表が 派
、.
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建 築 中のPolar　Environmental　Center　(含ノル ウ ェー 極 地 研)と 左 手前
は そ の 一 部 で 新装 な っ7ご'polaria"　(展示 館)
遣 され る よ うにな った とい うこ とは,長 足 の進歩
であ った わけ で,そ の 意味 で体 制は整 ったので あ
る.そ うい う中で,極 地研 か ら参加 した 「研 究者
(か?)」 と しての役 割 は何 であ るか.ま さに第2
作 業部会 での議論 に も帰着す る問題 であ る.い か
な る主体 性 を もって臨 んで い くかが今 後の課 題 で
あ ろ う.
(筆者:国 立極地研究所南極圏環境モニタリング研究
センター教授 ・図書室長)
第39次観測隊に参加 して
黒 木 麻 希
ラ ングホブ デのア デ リーペ ンギ ンのル ッカリー
に到 着 した とき の第 一 印 象 は静 か だ とい う こ と
で,ペ ンギ ンが 遠 くで鳴 いて いる他 には全 く音が
なか った.ま た,更 に驚 いた こ とは,南 極 の夏 は
暑 い とい うこ とだ った.天 気 の 良い 日に密 閉 され
た観 察小屋 に入 る となん と20℃を越 えてい る.ペ
ンギ ン達 も嚇 を半開 きに して だ ら しな く寝 てい る
気 持 ちが 良 くわ かっ た.
12月の調 査は短 くなった オペ レー シ ョン期 間 を
十分 に活 用 す るため,最 初 の ラ ング滞 在の 間 は寝
る暇 も惜 しんで 仕事 に励 んだ.そ の 調査の 間 にす
くす くと育 つペ ンギ ンの雛 は とて も愛 ら し く,眺
めて いて も全 く飽 きる こ とが なか った.ペ ンギ ン
の調査 は,主 に小型 の行動記 録 計 を装 着 し,そ の
ペ ンギ ンが採餌 に出 かけ て行 って帰 って来 た とこ
ろを再捕 獲 し,機 械 を回収 して潜水 行動の デー タ
を得 る とい うもので あ る.従 って,潜 水記録 計 を
つ けた個体 が帰 って くるの を待 つ作 業 が何 日 も続
く.ラ ングホブデの調査 は2人 で行 ってい るため,
生物 の夏隊 員 であ る荒 井(京 都大 学大 学院 ・助教
一3一
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授)さ ん と交代 で どち らか が寝 てい る時は片 方が
見張 りに立 つ とい う生 活 を繰 り返 していた.見 張
りを してい る間 は,音 楽 を聴 い た り,本 を読ん だ
り,あ とはい ろいろ な こと を考 えて いた.忙 しい
東京 の生 活 とは異 な り,南 極 にはそ うい う時間が
あ り,常 にいろい ろなこ とに思い を巡 らしていた.
そん なあ る 日の こ と,私 の ワ ッチ(見 張 り)当 番
だっ た時,ル ッカ リー 目前 の水 際か らひ ときわ大
きなペ ンギ ンが上 陸 した,良 く見 る とそれ はエ ン
ペ ラーペ ンギ ンだっ た.昭 和 基地付 近 には エ ンペ
ラーペ ンギ ンの ル ッカ リー は ないため,外 湾 か ら
ラ ン グの湾 に迷 い 込 んだ 個体 と思 わ れ る.結 局,
3時 間 ほ どル ッカ リー に滞 在 して去 っ てい った.
初 め て見 たエ ンペ ラーペ ンギ ンに感 動 して写真 を
撮 りつ つ,そ の大 き さに圧倒 された.昔 の観 測隊
の人が遠 くか ら見 て 人間 と間違 えた の もうなず け
る.し っか りした体 格 だが,ア デ リーペ ンギ ンの
ように白 目を見せ な いので,愛 くる しい顔 を して
いた.
前 半 の調査 の後,昭 和 基 地 に3週 間 滞在 し,1
月下旬 に再 び ラ ング ホブデ に戻 る と驚 くほ ど海氷
が 少 な くなって お り,雛 も親 ほ どの大 きさにな っ
てい た.特 に今 年 は10年 に1度 と言 わ れ る ほ ど
海 氷 が大 き く開い た ため か,繁 殖成 功 率が 高 く,
昨 年の2倍 以 上 の雛が 巣立 っ た.ま た,後 半 の調
査 が終 わ りに近づ くにつ れ,変 な模 様 の アデ リー
ペ ンギ ンが 目立 ちだ した.首 の ところの模様 が親
よ り白 い部分 が 多 く,体 重 も親 の1.5倍近 くあ っ
た.こ れ は昨年 巣立 った亜成 鳥で,本 来 海氷 があ
る年 は海氷上 で換 羽す る とこ ろが,今 年 は海 氷が
ない ため陸 まで来 て しまった よ うだ った.過 去の
話 を聞 くと,こ んな多 くの亜 成鳥 が露岩 域 にや っ
て くるの は とて も珍 しい こ とら しい.今 年 は氷が
大 きく開いたことで例年 と違 ったいろいろな現象
を見る事がで き,ペ ンギ ンが海氷 に大 きな影響を
受 けてい る事実 を体験 することがで きた.
オブザーバー として観測隊 に参加 して,南 極の
雄大な自然 を体感 した こと,普 段知 り合えないよ
うな様 々な職種の人たちと知 り合 うことがで き,
沢 山の友人がで きたことは,今 までの人生の中で
も最 も貴重 な体験 だと思 う.南 極にいる間,様 々
な驚 きと発見があ り,帰 って きた今 も南極 にいた
㌧ ㌶謬:.辮鍵
ゾ ぷ悔轡望
二1蓮㌫:㌘∴㌻淫 三 層
●
"㌘ 欝 ・薯"
轟鰻芒饗,
換羽 のため袋浦 に上陸 した亜成鳥.の どの部 分が白 くひときわ太 っている.
?
?
?
?
??
ー
→ー
1月下 旬の ラングホプデ周辺の海氷.海 氷が流 れて開氷面が大き くあ らわ
れ てい る.
時間は夢の ようだった と思 う,
現在の 日本の南極観測隊に正式隊員 として参加
することは博士課程の大学院学生には,非 常 に難
しい.今 回のように総合研究大学院大学 の極域科
学専攻か らオブザーバー として大学院学生が参加
する制度は,極 域 に関す る研究 をしている学生に
とってすばらしいチャンスであるため,是 非 これ
か らも継続 して欲 しい と思 う.
(筆者:第39次南極地域観測隊夏隊同行者,総合研究大
学院大学数物科学研究科極域科学専攻 ・学生)
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極 地 研 二
本研究所主催のシンポジウムの案内
本研究所主催のシンポジウムの開催 日程 を以下
の とお りお知 らせ します.い ずれ も開催場所は本
研究所管理 ・資料棟6階 の講堂です.
◎ 第18回南極地学 シンポ ジウム
開催 日程 平成10年10月20日(火),21日(水)
◎第21回極域気水 圏シンポジウム
開催 日程 平成10年11月25日(水),26日(木)
◎第21回極域生物 シンポジウム
開催 日程 平成10年12月3日(木),4日(金)
平成10年6月1日 付 け人事異動
転 入
逸見 一葉 事業部環境影響企画室調査係
(大阪大学総務部国際協力課)
観 測 隊 だ よ り
4月 か ら5月
4月6日 のNOAAの 画像 で は、 リュツ ォ ・ホ ル
ム湾 は完 全 に海水 面 が広 が ってお り以後氷状 は悪
化 の・一途 をた どった。 下旬 には気温 一20℃ 以 下
の 日が続 き海 氷 は成長 したが,28日 のブ リザー ド
で オ ングル海峡 は水 開 きが生 じた。
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基地生活は,淡 々と進み休 日には島内遠足が行
われた.
野外観測も始まり,西オングル島において重力測
定,池 水採取(化 学分析)等 実施 した.基 地では,
管理棟非常階段を利用 したレスキュー訓練を実施 し,
ザイルによる降 下,引き上げ訓練を実施 した.
自然 エ ネルギー利用 の太陽光発電装置 の電力
(20kW>は,22日基地電力装置に供給 を開始 した.
5月中旬 にはい ると気温が一20℃以下 になる日
が多 くな り,海氷 も成長 してきている.
野外活動は,数 時間 と制 限されなが らも基地周
辺 の海氷域行動,西 オングルテ レメー タバ ッテ リ
充電等実施 した.
4日から5日 にかけA級 ブ リザー ドに見舞われ
た,上 旬はその除雪作業に追われ,一 応のめ どが
ついたのは15日だった.特 に130kl水槽配管周
辺 の除雪 は総動員の作業 となった.
野外観測 は,7日か ら8日 に岩島,初 島への重
力測定,海 氷上GPS観測,東 オングル島池水採
水 調査等が行われた.
基地では,停 電があ り観測機器の立ち上 げに時
間を要 した.特 に衛星受信関連施設の不具合処理
には尾 をひいた.
14日は,健 康診断の一環 として採血が行 われ,
検査の結果大 きな問題 は見つか らなかった.
19日南極大学が開講され,ト ップバ ッターとし
て岡野学長 による外 国基地見聞録の講義がお こな
われた.
南 極 月 別 気 象 状 況(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Station)
'li均気 温(Meantemp .)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp,)　(°C)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面　(Meanpressure,
　 sealevel)　(hPa)
'F均蒸 気 圧(Mean　 vapour
　 pressure)　(hPa)
'ド均 相 対 湿 度　(Meanrelative
　 humidity)　(%)
'it均風 速 　(Meanwindspeed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max.
　 wind　speed,　10-min.　mean)　(m/s)
最 大 瞬 間 風 速(Gust)　(m/s)
'r－均 雲 最　 (Meancloudcover)
快 晴 日 数(Numberofeleardays)
昭和基地(Syowa:89532)
4月(Apr.}
-10 .3
-1 .9(16日)
-23 .8(25日)
974.1
2,2
70
7.5
30.1(28H,NE)
40.1(28日,NE)
7,9
0
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5月 　 (May)
-1L7
-2 .1(3日)
-23.2(20日)
981.5
2.0
69
8.8
3L9(3日,NE)
42.9(31.|,NE)
6.9
3
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【極地豆事典】
潜水動物の浮力調節 幽一 一 ■
ター ン を持 つ ことがわ か った(図),こ の こ と
は その水 深 で カ メの比 重 は海水 とほぼ等 しい
こ とを意味 してい る.ま た,そ の水 深 が深 い
ほ ど潜 水時 間 も長 くな る傾 向 が 見 られ た.こ
れ は深 い潜 水 時 に は酸 素 を よ り多 く保持 して
い る こ とを意 味 してい る.潜 水 中の アカ ウ ミ
ガ メが保 有 す る酸 素 に 関 して は アザ ラ シや ペ
ンギ ン に比 べ て肺 へ の依 存 度 が大 き く,そ の
肺 体積 も非 常 に大 きい こ とが知 られている.し
たが って ア カウ ミガメ は肺 の空 気 量 に よって
滞 在 す る水 深 を変 える こ とで 浮力 を中 立 に し
てい る と考 え られ る.
もち ろん ア カ ウ ミガ メの 肺体 積 は水 深 に よ
って変 化す る ため に潜 行 時 には浮 力 に抗 して
遊 泳 しな くて は な らな い.し か し,滞 在す る
水 深 で 浮 力が 中立 で あ る ため に長 時 間 エ ネ ル
ギ ーの 余計 な消 費 を抑 え る こ とが で きるた め
に,潜 行 時 に必 要 なエ ネルギ ー を帳消 しにで
きるの で あ る.彼 らは爬 虫 類で あ るが 故 に代
謝速 度 が低 い こ とが こ う した浮 力 調節 をわ り
の あ う もの に して い る,哺 乳類 や 鳥類 では こ
うはいか な い.
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